
　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
海
本
甲
建
築
研
究
の
栞
（
廿
八
）

に
し
て
も
よ
か
う
が
、
　
こ
ん
な
ざ
ち
ら
ε
も
っ
か
澱
も
の

が
あ
る
事
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ら
う
Q

　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
砦
　
　
　
　
　
　
葵

　
次
に
前
號
及
び
本
號
に
か
い
た
の
を
詳
論
に
す
る
ど
次

の
機
に
な
る
。

　
　
飛
鳥
時
代
に
於
け
る
唐
居
敷
の
有
無
は
未
詳
で
あ
る

　
が
、
奈
良
以
降
出
入
口
の
柱
下
に
用
ひ
ら
れ
π
も
の
で

あ
っ
て
、
石
製
ε
木
製
ご
あ
っ
た
。
其
卒
面
は
殆
ん
ご

総
て
長
方
形
で
あ
る
が
、
稀
に
除
外
例
ご
し
て
図
形
或

　
は
其
他
特
殊
の
形
を
し
だ
の
も
あ
っ
た
。
時
に
或
は
多

　
く
の
装
飾
的
彫
刻
を
し
だ
別
種
の
石
を
加
へ
淀
美
事
な

　
一
も
あ
る
が
、
二
就
、
、
、
支
祁
の
族
寓
f
支
駆
零
一
－
、

　
で
あ
・
．
思
は
れ
る
∂
日
奉
式
の
に
か
・
る
手
の
込
ん

　
だ
も
の
は
見
當
ら
な
い
。
■
石
製
の
に
は
稀
に
藁
座
を
「

　
石
よ
り
刻
み
だ
し
だ
の
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
叢
年
八
短
三
十
…
B
稿
了
）

第
四
號
　
　
　
一
三
山
ハ
　
（
六
四
四
）

紹

介

　
　
⑱
日
本
更
學
曳
　
文
學
博
士
　
清
原
　
貞
雄
著

　
我
國
に
於
て
纒
つ
た
実
畢
史
の
崩
現
は
本
書
を
以
て
噛
矢
ε
す

る
、
史
墨
そ
れ
富
腱
が
既
に
触
箇
の
史
的
現
象
な
る
以
上
そ
の
獲

展
を
研
究
封
象
ミ
す
る
輿
學
史
の
成
立
す
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
、

殊
に
我
國
は
千
年
に
鯨
り
て
こ
の
墨
の
歴
更
を
有
す
る
の
で
あ
る

が
從
來
こ
れ
に
間
す
る
著
作
の
甚
だ
乏
し
か
っ
た
の
は
寧
ろ
不
思

議
ミ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
本
書
の
出
現
は
誠
に
四
谷
の
楚

暑
に
も
比
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
全
篇
五
章
，
朝
廷
の
國
史
編

纂
、
準
安
朝
時
代
に
於
け
る
私
撰
の
一
三
、
几
鎌
倉
時
代
、
南
北
朝

足
利
時
代
、
徳
川
時
代
が
そ
れ
で
あ
り
各
三
共
に
一
々
の
堕
書
を

中
心
言
し
て
そ
れ
ら
の
編
纂
の
由
來
、
一
月
内
容
並
に
患
想
を
読

き
背
景
ミ
し
て
の
時
代
思
想
を
も
随
時
に
ミ
り
入
れ
て
み
る
。
史

學
史
の
構
造
に
つ
い
て
は
種
々
議
論
多
き
芝
こ
ろ
で
あ
っ
て
本
書

の
如
き
も
な
ほ
満
さ
る
べ
き
多
く
の
要
求
を
そ
の
中
に
含
ん
で
居

る
電
思
は
れ
る
が
こ
れ
に
よ
っ
て
我
國
に
於
け
る
史
學
襲
蓬
の
過



程
を
薦
観
し
得
叉
一
種
の
欝
輿
ε
し
て
見
る
こ
ぐ
〕
も
出
褻
る
。
懸

末
二
十
頁
ω
索
引
も
許
隔
の
購
善
三
歎
果
を
助
く
る
事
バ
少
く
な

い
。
（
菊
刺
三
三
三
良
東
京
中
文
鎗
書
店
霞
行
定
儂
三
、
○
○
）

燕
紳
舞
雪
囲
耐
熱
麟
徽

　
先
に
阻
絶
せ
ら
れ
た
上
中
下
三
総
の
い
は
ジ
正
篇
に
引
濯
い
て

こ
・
に
喉
，
篇
の
七
巻
が
世
上
に
途
ら
れ
た
。
編
纂
の
重
扇
は
正
篇

に
絢
じ
く
地
方
別
に
襲
料
を
配
列
し
所
々
に
陶
版
を
揮
入
し
て
み

る
。
内
容
の
主
な
る
も
の
に
は
東
京
淺
草
寺
常
陸
筑
波
稗
赴
、
讃

岐
帯
磁
帥
赴
、
豊
門
宇
佐
八
幡
宮
等
の
紳
佛
分
離
庚
料
、
信
濃
松

本
藩
慶
寺
の
件
石
見
濱
田
心
内
諒
職
神
葬
祭
願
一
件
、
臼
峰
寺
慶

寺
並
復
興
始
末
、
香
椎
宮
に
於
け
る
憩
冨
、
こ
就
縛
の
軋
蝶
、
コ
荒

由
紳
聯
並
東
照
宮
満
満
願
寺
．
庭
分
の
樽
、
鹿
鬼
島
倍
量
寺
号
彿
並

に
復
興
史
料
等
が
あ
る
。

　
本
書
も
亦
維
新
改
革
に
從
っ
て
起
つ
た
種
々
な
る
尊
霊
相
を
そ

こ
に
歴
々
指
嫡
し
得
る
も
の
が
あ
り
興
味
哺
方
な
ら
ざ
る
を
壁
え

る
。
績
篇
は
上
下
二
巻
を
獄
て
完
成
す
る
筈
で
あ
る
。
（
菊
鋼
皿
、

一
四
二
頁
、
苔
寺
十
葉
、
東
京
葉
方
書
院
嚢
行
、
定
燈
下
巻
共

二
四
、
○
○
）
〔
以
上
慨
後
〕

　
　
第
十
三
巻
　
　
紹
　
　
　
介

　
　
醗
麻
購
紳
鮭
交
書
　
　
　
　
春
臼
紳
就
々
務
所

　
春
口
三
三
は
古
來
藤
原
氏
ミ
の
引
回
深
く
、
從
っ
て
旧
史
、
こ
少

か
ら
ざ
る
驕
係
を
有
し
、
菰
も
傳
藏
す
る
貴
重
な
る
古
交
書
の
豊

富
な
る
黙
は
本
邦
騨
就
串
の
一
二
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
度

京
都
四
更
大
墨
助
教
擾
ゆ
三
二
勝
氏
編
纂
の
下
に
こ
れ
等
が
公
刊

さ
れ
る
こ
ぐ
こ
な
っ
た
の
は
學
界
の
爲
め
驚
喜
に
堪
え
ぬ
事
で
あ

る
G

　
本
書
は
資
料
ミ
し
て
、
本
駄
が
名
に
し
費
ふ
大
就
で
あ
り
且
つ

紳
領
が
諸
國
に
存
在
し
て
房
つ
た
か
ら
、
政
治
、
経
濟
、
祉
會
、

其
他
諸
方
面
に
多
大
の
關
係
を
有
し
、
特
に
本
然
蘭
語
の
驕
所
料

海
陸
交
通
の
獲
蓬
、
耐
寺
領
酸
度
、
藤
木
動
誤
殺
の
輿
料
は
沸
し

く
含
ま
れ
て
居
っ
て
、
蕾
に
論
蔵
史
、
古
文
書
墨
上
に
於
て
の
み

な
ら
す
贋
く
國
史
の
研
究
上
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
。
そ
の

編
纂
方
法
に
は
最
も
意
を
用
ひ
て
、
各
文
書
に
料
紙
名
及
び
形
歌

を
注
し
，
別
に
人
名
地
名
件
名
等
の
詳
細
な
る
索
引
を
附
し
て
あ

る
等
從
來
の
此
種
の
も
の
よ
り
も
翌
翌
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
古
文
書
の
第
一
巻
で
、
之
よ
り
順
次
古
文
書
古
記
録
が
公

刊
さ
れ
る
ε
の
こ
ざ
で
あ
る
が
、
蕎
人
は
其
の
完
成
の
遽
か
な
ら

　
　
　
　
　
　
餓
が
圏
號
　
　
　
輔
三
七
　
（
六
四
五
）


